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研究成果の概要 

本研究課題では、一般に「邪魔者」として認識されてきた格子欠陥に潜在する機能性に着目し、

その局在性という本質的制約を打破することを目指す。具体的には、格子欠陥をホストする結晶そ

のもののバルク物性として、材料の未踏機能を開拓することを目標としている。研究対象としては、

格子欠陥が示す局在物性、多様な対象材料、対象欠陥の組み合わせが考えられるが、本課題で

は特に「磁性」と「力学特性」に焦点を当てる。転位は特定の結晶面（すべり面）に優先的に導入さ

れ、特定の方向（すべり方向）にすべるという特長がある。そのため、転位の物性研究を進めるにあ

たっては、その密度や形態だけでなく、すべり面とすべり方向を特定した上で、精度よく方位制御

された単結晶を育成し、物性計測や組織観察に供する必要がある。本年度は、これらの課題に対

して以下のような調査を実施し成果を得ることができた。 

⚫ 無歪合金単結晶の磁気物性を調査実施し、塑性歪の導入に伴う磁化の変化から転位の磁気

相図を決定した。また、格子欠陥の自発磁化の組成依存性について、磁気環境効果と短範

囲規則の観点から考察可能であることを明らかにした。 

⚫ 熱空孔密度の分配によって駆動されると考えられる特徴的なミクロ組織を有する相分離を見

出した。 

⚫ スピングラス状態になる温度域で降伏応力が大きくなることを見出した。この温度域では、活

性化体積が高温域からの外挿から外れる傾向を示した。 
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